
黒毛和種牧場の運営概要と改善 ・整備すべき事項

(畜試 経 営部、外山分場)

1 .背 景とね らい

最近における県内黒毛和種牧場の運営概要と利用率の向上に向けて改善 ・整備すべき事項が利

用実態調査か ら明らかになったので、牧場運営管理指導上の参考 に供する。

2.技 術の内容

1)黒 毛和種牧 場の運営概要 (4 0牧場)

① ほ とんどが夏期放牧で5割が黒毛専用 (以前は乳牛や短角放牧が多い)、 5割が乳牛また

は短角との混牧であり、管理運営面で牧野間に格差が見られる。

② 別 飼い施設や放牧子牛の発育向上等の体制整備が遅れていることもあり、放牧強度及び経

営収支 とも に県下の公共牧場の平均 と比べて低 い。

なお 、事 業収入 の大部分 ( 8 4 % )が 放牧料であ り、預託頭 数の確保が重要な課題 とな って

いる。 (表 1 )

2 )利 用率向上 に向けて改善 ・整備すべき事項

① 放 牧する理由としては、労力節減や飼養管理費の節減、組飼料不足、不妊牛の改善などが

多い。また 、放牧していない理由として、放牧疾病や事故が心配、少頭数のため自家で飼え

る、子牛の発育が悪いなど多い。

② 牧 場に対する要望としては、大別してア.人的 (看視人)体 制、イ.飼養管理技術、ウ.施設整

備面の 3点 の改善、向上に集約されるが、具体的には次のとおり。

○牧場の機能強化

圧畳結畳あ晶登器畳
○利用農家、地域との連携   ｀

圧轡螢轡暑骨畳患景出役ほか)
○支援対策

圧畳暑楡暑含畳畳
成

3 .指 導 上の留意 事項

当該 牧場 の管理運営水準及び利用農家のニーズ等 を把握 して改 善事 項 を特定 して行 く必要があ     ・

る 。
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4 .試 験成績の概要

表 1  黒 毛和種公共牧場の運営概要

目項 要概

経営類型 ・38牧場が夏期放牧タイプ、3牧 場 (大迫町公社牧場 、胆沢町営牧野 、一聞市須川

牧場)の み周年飼養

・利用畜種は19牧場 (5割 )が 黒毛専用 (以前は乳用牛や短角牧場)、 21牧場が乳

牛や短角 との混牧 (乳牛 との混牧が18牧場)

利用及び

家畜管理
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実施せず22牧場

・牧場での分娩

大迫町公社牧場ほか 4ヶ 所

(ほとんどが 4～ 5ヶ 月齢で山下げ→市場対応)

・看視体制

1牧場平均 常 時 2人 (1人 ～ 5人 )

臨時雇用年間延べ48人

草地管理 施肥回数は 1～ 3回 (平均で1. 6回)

施肥管理方法は、直営が19牧場 (5割 )、 委託が13牧場 (3割 )、 受益農家の共

同作業が 8牧 場 (2割 )

コンパク ト乾草など組飼料販売を行っている牧場が20牧場

林間放牧を行 っている牧場が1/ 3の1 3牧場
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